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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細長な挿入部と、
　前記挿入部の先端に配置された対物レンズにより取り込んだ被写体像を撮像する撮像部
と、
　前記撮像部で得られた信号を信号処理し、リアルタイム計測を行う際に、ガンマ補正処
理及び輪郭補正処理が施されていない未処理画像信号と、前記ガンマ補正処理及び前記輪
郭補正処理が施された通常画像信号とが並んだ動画像データを出力する画像処理部と、
　前記画像処理部から出力された前記未処理画像信号に対して画像計測処理を行う画像計
測部と、
　前記画像処理部から出力された前記未処理画像信号に対してのみ、少なくともガンマ補
正処理を含む追加画像処理を施す追加画像処理部と、
　前記追加画像処理部で前記追加画像処理が施された出力画像信号を表示する表示部と、
　前記撮像部で得られた前記信号の動き量を検出する動き検出部と、
を有し、
　前記画像処理部は、前記動き検出部の検出結果に応じて、前記動画像データ内に挿入す
る前記未処理画像信号の割合を変更することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記追加画像処理部は、前記動き検出部の検出結果に応じて、前記追加画像処理の内容
を変更することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
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【請求項３】
　前記追加画像処理部は、前記動き検出部により前記信号の動き量が小さいと判定された
場合、前記追加画像処理を行わず、１フレーム前の画像を複写することを特徴とする請求
項１または２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記画像処理部は、前記動き検出部が前記信号の動き量が大きいと検出した場合に、前
記信号の動き量が小さいと検出した場合に比べて、前記動画像データ内に挿入する前記未
処理画像信号の割合を多くすることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置に関し、被写体の傷等をリアルタイムに計測する内視鏡装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、体腔内に細長の挿入部を挿入することにより、体腔内臓器等を観察したり、必要
に応じ処置具チャンネル内に挿通した処置具を用いて各種治療処置のできる内視鏡が広く
利用されている。また、工業用分野においても、ボイラ、タービン、エンジン、化学プラ
ント等の内部の傷、腐食等の観察、検査に工業用内視鏡が広く用いられている。
【０００３】
　このような近年の工業用内視鏡には、内視鏡先端部に２つの光学系を搭載しそれぞれの
光学系から得られた左右の視差画像を利用して３次元データを傷の長さ／面積などを数値
化する画像計測機能があり、特にエンジン検査で用いられる。計測機能には静止画からの
傷の長さ／面積を数値化する静止画計測、それを動画で行うリアルタイム計測がある。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、１対の対物レンズを有する光学アダプタにより得られる被計
測物の左右２つの画像データをステレオ画像処理することにより３次元計測を行う計測内
視鏡装置において、あらかじめフロッピディスクに記録された光学アダプタの光学データ
により、上記２つの画像データの幾何学的歪み等の補正を行い、その補正後の画像データ
に基づいて３次元計測を行うものが記載されている。
【０００５】
　また、このような計測技術には正確性が求められる。例えば、ジェット機のエンジン検
査では、このような技術により得られた計測結果の情報を基に、エンジン内部の部品を交
換すべきかどうかを判断しているためである。計測の精度を向上させるためには左右画像
のマッチング精度を向上させることが必要で、その精度を向上させるために様々な発明が
なされている。
【０００６】
　その計測精度を向上させる発明としては、例えば、参考文献２のような技術で、この技
術は表示用画像（見やすいように画像処理済の画像）とは別の画像処理を行った計測用画
像（計測上不要な画像処理を行っていない）を生成する。２つの画像を比較して、計測に
適した画像を選択し、選択した画像を元に計測を行うことで、画像処理によって生じる計
測精度の劣化を防止する発明がなされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１０－２４８８０６号公報
【特許文献２】特開２００９－１５２１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　映像信号処理部（例えばＦＰＧＡ）から計測用画像選択部（例えばＣＰＵ）へ映像信号
を伝送する場合、参考文献２では、２種類の映像を伝送しなくてはならない。ライブ画像
をフリーズして計測を行う場合は、ユーザに対してフリーズした画像を表示しておき、そ
の表示状態を保ったまま、計測に最適な画像を選択するという手法がとれる。
【０００９】
　しかしながら、ライブ画像を表示しながら、同時に計測を行うリアルタイム計測の場合
には、第１の動画像（表示用画像）と第２の動画像（計測用画像）を同時に伝送するため
に、これらを時系列に切り替えて計測用画像選択部に伝送する必要がある。その場合には
、表示用画像のフレームレートが低下、すなわち、表示画像の品質が低下するという問題
がある。
【００１０】
　フレームレートの低下を防ぐためには、計測用画像選択部に送信する映像信号の帯域あ
るいはバス幅を２倍にする必要があり、回路規模や消費電力の増加を招くという問題があ
る。
【００１１】
　そこで、本発明は、画像伝送の帯域、若しくはバス幅を上げずに画像計測機能に最適な
画像を伝送して計測機能のリアルタイム計測の精度を確保すると共に、表示画像の品質を
確保することができる内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の一態様の内視鏡装置は、細長な挿入部と、前記挿入部の先端に配置された対物
レンズにより取り込んだ被写体像を撮像する撮像部と、前記撮像部で得られた信号を信号
処理し、リアルタイム計測を行う際に、ガンマ補正処理及び輪郭補正処理が施されていな
い未処理画像信号と、前記ガンマ補正処理及び前記輪郭補正処理が施された通常画像信号
とが並んだ動画像データを出力する画像処理部と、前記画像処理部から出力された前記未
処理画像信号に対して画像計測処理を行う画像計測部と、前記画像処理部から出力された
前記未処理画像信号に対してのみ、少なくともガンマ補正処理を含む追加画像処理を施す
追加画像処理部と、前記追加画像処理部で前記追加画像処理が施された出力画像信号を表
示する表示部と、前記撮像部で得られた前記信号の動き量を検出する動き検出部と、を有
し、前記画像処理部は、前記動き検出部の検出結果に応じて、前記動画像データ内に挿入
する前記未処理画像信号の割合を変更する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の内視鏡装置によれば、画像伝送の帯域、若しくはバス幅を上げずに画像計測機
能に最適な画像を伝送して計測機能のリアルタイム計測の精度を確保すると共に、表示画
像の品質を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】第１の実施の形態に係る内視鏡装置の構成を示す図である。
【図２】第１の実施の形態の本体部の詳細な構成を示すブロック図である。
【図３】第１の実施の形態のリアルタイム計測処理の流れの例を示すフローチャートであ
る。
【図４】第２の実施の形態の本体部の詳細な構成を示すブロック図である。
【図５】ＥＥＰＲＯＭに格納されているテーブルデータの例を説明するための図である。
【図６】画像処理部２２ａで生成される動画像データの例を説明するための図である。
【図７】動き量が大きい場合に出力される動画像データのイメージを示す図である。
【図８】動き量が通常の場合に出力される動画像データのイメージを示す図である。
【図９】動き量が小さい場合に出力される動画像データのイメージを示す図である。
【図１０】第２の実施の形態のリアルタイム計測処理の流れの例を示すフローチャートで
ある。
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【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
（第１の実施の形態）
【００１６】
　まず、図１を用いて、本発明の第１の実施の形態の内視鏡装置の構成について説明する
。
【００１７】
　図１は、第１の実施の形態に係る内視鏡装置の構成を示す図である。
（全体構成）
【００１８】
　図１に示すように、内視鏡装置１は、細長で可撓性を有する挿入部２と、この挿入部２
が着脱自在に接続され、挿入部２に搭載された撮像素子に対する信号処理を行う本体部３
と、この本体部３から出力される画像信号が入力されることにより撮像素子で撮像された
画像を内視鏡画像として表示する表示部としてのＬＣＤ４とを有して構成されている。
【００１９】
　本体部３には、記録媒体５が取り付け可能となっており、記録媒体５に静止画、動画記
録が可能となっている。また、挿入部２と本体部３との着脱部分には、それぞれ電気的な
接続を行うための着脱コネクタ６ａ及び６ｂ、湾曲用ワイヤを接続する湾曲ワイヤ接続機
構７ａ及び７ｂが配置されている。
【００２０】
　挿入部２の先端部には、右目用レンズ８ａ及び左目用レンズ８ｂが取り付けてあり、そ
の結像位置に撮像素子として例えば電荷結合素子（以下、ＣＣＤと略記）９が配置されて
いる。また、挿入部２の先端部には、被検体を照明する照明用のＬＥＤ１０と、湾曲用ワ
イヤを固定するワイヤ固定部１１と、先端部の温度を計測するサーミスタ１２とが配置さ
れている。なお、本実施の形態では、左右２つの画像データから計測を行うステレオ計測
の場合について説明するが、例えば、１つの画像データから２点間の距離等の計測を行う
スケーラ計測であっても適することができる。即ち、挿入部２は、右目用レンズ８ａ及び
左目用レンズ８ｂを有する構成に限定されることなく、１つの対物レンズを有する構成で
あってもよい。
【００２１】
　また、本体部３は、プリアンプ２０と、アナログフロントエンド（以下、ＡＦＥと略記
）２１と、画像処理部２２と、タイミングジェネレータ２３と、ＣＣＤドライブ回路２４
と、ＬＥＤドライブ回路２５と、湾曲制御部２６と、ＵＤ湾曲モータ２７と、ＲＬ湾曲モ
ータ２８と、ユーザインターフェース２９と、システム制御部３０とを有して構成される
。システム制御部３０は、画像計測部３１と、フリーズ部３２と、画像記録部３３と、追
加画像処理部３４とを有して構成される。
（ＬＥＤ制御）
【００２２】
　挿入部２の先端部に配置された照明用のＬＥＤ１０は、挿入部２内に挿通されたケーブ
ルを介してＬＥＤドライブ回路２５と接続されている。このＬＥＤドライブ回路２５は、
システム制御部３０と接続されている。ＬＥＤドライブ回路２５は、システム制御部３０
のＬＥＤ点灯信号により、ＬＥＤ１２の点灯／消灯を制御する。システム制御部３０は、
ユーザインターフェース２９からの入力（ＬＥＤ１２のＯＮ／ＯＦＦ信号）を受け取り、
ＬＥＤドライブ回路２５を制御する。
（湾曲制御）
【００２３】
　挿入部２の先端部にはワイヤ固定部１１が配置されており、このワイヤ固定部１１に４
本のワイヤが接続されている。それらの４本のワイヤは、先端部を上下左右方向に湾曲さ
せるものであり、上下方向を制御する２本のワイヤはＵＤ湾曲モータ２７に接続され、左
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右方向を制御する２本のワイヤはＲＬ湾曲モータ２８に接続されている。なお、図１にお
いては、ＵＤ湾曲モータ２７及びＲＬ湾曲モータ２８に接続されるワイヤをそれぞれ１本
のみ記載している。
【００２４】
　ＵＤ湾曲モータ２７、及び、ＲＬ湾曲モータ２８は、それぞれ湾曲制御部２６に接続さ
れている。この湾曲制御部２６は、システム制御部３０に接続さている。
【００２５】
　ユーザインターフェース２９には、挿入部２の先端部を湾曲させる湾曲用ジョイスティ
ックが搭載されており、その湾曲用ジョイスティックを上下方向に傾倒されると、システ
ム制御部３０は湾曲制御部２６に上下方向湾曲指示信号を送信する。湾曲制御部２６は、
受信した上下方向湾曲指示信号に基づいて、ＵＤ湾曲モータ２７を駆動制御してＵＤ湾曲
モータ２７に接続さているワイヤを牽引する。それにより、挿入部２の先端部を上下方向
に湾曲することができる。
【００２６】
　左右方向の湾曲も同様に、挿入部２の先端部を湾曲させる湾曲用ジョイスティックが左
右方向に傾倒されると、システム制御部３０は湾曲制御部２６に左右方向湾曲指示信号を
送信する。湾曲制御部２６は、受信した左右方向湾曲指示信号に基づいてＲＬ湾曲モータ
２８を駆動制御してＲＬ湾曲モータ２８に接続さているワイヤを牽引する。それにより、
挿入部２の先端部を左右方向に湾曲することができる。
（画像処理）
【００２７】
　ＬＥＤ１２により照明された被写体は、挿入部２の先端部に配置された右目用レンズ８
ａ及び左目用レンズ８ｂによる結像位置に配置された、撮像部としてのＣＣＤ９に結像さ
れ、光電変換される。このＣＣＤ９に接続される複合同軸ケーブルは、ＣＣＤドライブ回
路２４及びプリアンプ２０に接続される。
【００２８】
　ＣＣＤドライブ回路２４は、タイミングジェネレータ２３から、ＣＣＤ９を駆動するた
めのタイミング信号を受信する。そして、ＣＣＤドライブ回路２４は、受信したタイミン
グ信号に対して、ＣＣＤ９までの伝送路長（複合同軸ケーブルの長さ）に応じたドライブ
処理を施して、ＣＣＤ駆動信号としてＣＣＤ９に伝送する。
【００２９】
　ＣＣＤ９は、ＣＣＤドライブ回路２４からのＣＣＤ駆動信号のタイミングに基づいて光
電変換を行い、ＣＣＤ出力信号を出力する。このＣＣＤ出力信号は、複合同軸ケーブルを
介してプリアンプ２０に入力される。プリアンプ２０は、複合同軸ケーブルでの伝送によ
り減衰した信号レベルを補うためにＣＣＤ出力信号を増幅する。
【００３０】
　プリアンプ２０により増幅されたＣＣＤ出力信号は、ＡＦＥ２１に入力される。ＡＦＥ
２１は、プリアンプ２０により増幅されたＣＣＤ出力信号に、ＣＤＳ処理（相関２重サン
プリング処理）、ＡＧＣ処理（オートゲインコントロール処理）、及びＡＤ変換処理を施
し、画像処理部２２に出力する。
【００３１】
　画像処理部２２は、ホワイトバランス、電子ＺＯＯＭ、色補正、コントラスト補正、Ａ
Ｅ制御、フリーズ等の各種カメラ信号処理を行う。この画像処理部２２は、計測を行うの
に不適切な画像処理が施されていない画像を出力する。計測を行うのに不適切な画像処理
とは、ガンマ補正及び輪郭補正である。なお、以下の説明では、ガンマ補正及び輪郭補正
が行われていない画像を未処理画像ともいう。画像処理部２２は、この未処理画像を画像
計測部３１及びフリーズ部３２に出力する。
【００３２】
　画像処理部２２は、システム制御部３０と通信を行い、システム制御部３０がユーザイ
ンターフェース２９からの入力（ＺＯＯＭ信号、Brightness信号等）を受け取り、それぞ
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れに対応した指示を画像処理部２２に対して出力し、その指示に従って画像処理部２２が
各処理を行う。
（画像記録）
【００３３】
　画像記録部３３は、静止画記録、動画記録の制御を行う。画像記録部３３にフリーズ部
３２を介して入力された画像信号は、画像記録部３３内の図示しないエンコーダにより圧
縮され、静止画、若しくは動画として記録媒体５に記録される。この画像記録動作は、シ
ステム制御部３０がユーザインターフェース２９からの入力に基づいて記録信号を送信し
て、それを画像記録部３３が受信した場合に行われる。なお、画像記録部３３は、一旦画
面のフリーズが実施しされた後に記録をする場合には静止画撮影（静止画記録）を行い、
フリーズが実施されずに記録をする場合には動画撮影（動画記録）を行う。
【００３４】
　また、記録媒体５に記録されている静止画、若しくは動画は、画像記録部３３内の図示
しないデコーダにより伸張され、後述するＬＣＤコントローラ５１（図２参照）に出力さ
れ、ＬＣＤ４に出力される。この画像再生動作は、システム制御部３０がユーザインター
フェース２９からの入力に基づいて再生信号を送信して、それを画像記録部３３が受信し
た場合に行われる。
（画像計測）
【００３５】
　画像計測部３１には画像処理部２２から出力された画像信号が入力される。画像計測部
３１は、その画像信号に対して３次元計測を行う。計測処理は動画像に対する計測（リア
ルタイム計測）と、静止画に対する計測（静止画計測）との２種類が存在する。まず、静
止画に対する静止画計測について説明する。
【００３６】
　画像処理部２２は、ユーザからの計測指示があった場合、一旦、画像処理部２２側でフ
リーズを行い、フリーズ画像を確定させる。その後、システム制御部３０内にあるフリー
ズ部３２でフリーズを行う。次に、画像処理部２２は、側のフリーズを解除し、未処理画
像を画像計測部３１に出力する。画像計測部３１は、この記未処理画像に対して計測を行
い、その結果を追加画像処理部３４に出力する。
（追加画像処理）
【００３７】
　追加画像処理部３４は、フリーズ部３２でフリーズされたガンマ補正及び輪郭補正等の
各画像処理が施されていない未処理画像に対して、ガンマ補正及び輪郭補正を施し、観察
に最適な画像（ＬＣＤ４に表示するのに最適な画像）を生成する。そして、追加画像処理
部３４は、この観察に最適な画像に画像計測部３１から出力された計測結果を重畳し、Ｌ
ＥＤ４に出力する。
【００３８】
　この処理により、ユーザに対しては、画像処理が施された観察に最適な画像を提供する
と共に、画像計測部３１では計測に最適な未処理画像で計測を行うことができる。
（ＬＣＤ表示）
【００３９】
　画像記録部３３より出力された画像信号は、ＬＣＤコントローラ５１に出力される。Ｌ
ＣＤコントローラ５１では、接続されているＬＣＤ４に最適な画像処理(ガンマ補正、輪
郭補正、スケーリング、ＲＧＢ変換、等)を画像信号に施し、ＬＣＤ４に画像を出力する
。ＬＣＤ４は、入力された画像信号に基づき画像信号を表示画像として表示する。
（温度制御）
【００４０】
　挿入部２の先端部に配置されたサーミスタ１２は、ケーブルを介してシステム制御部３
０と接続されている。システム制御部３０は、サーミスタ１２からの情報を基づき、挿入
部２の先端の温度情報をＬＣＤ４に表示する。また、システム制御部３０は、挿入部２の



(7) JP 6027793 B2 2016.11.16

10

20

30

40

50

先端部の温度が所定の温度以上になった場合、温度上昇の警告をＬＣＤ４に表示する。
【００４１】
　次に、本体部の詳細な構成と、リアルタイム計測について説明する。図２は、第１の実
施の形態の本体部の詳細な構成を示すブロック図である。
【００４２】
　図２に示すように、画像処理部２２は、色差変換部４０と、色信号処理部４１と、重畳
回路４２とを有して構成されている。また、追加画像処理部３４は、ＬＣＤコントローラ
５１を有し、このＬＥＤコントローラ５１は、少なくともガンマ補正部５２と、輪郭補正
部５３と、重畳回路５４とを有して構成されている。
【００４３】
　ＡＦＥ２１から出力されたＣＣＤ９のＲＡＷデータは、画像処理部２２の色差変換部４
０に入力される。入力されたＲＡＷデータは、色差変換部４０によりＹ（輝度）／ＣｂＣ
ｒ（色差）信号に分離される。ＣｂＣｒ信号は、色信号処理部４１に入力され、Ｙ信号は
、重畳回路４２に出力される。色信号処理部４１は、入力されたＣｂＣｒ信号に色信号処
理を施し、重畳回路４２に出力する。
【００４４】
　重畳回路４２は、色差変換部４０からのＹ信号と、色信号処理部４１で色信号処理が施
されたＣｂＣｒ信号とを重畳し、画像計測部３１及びＬＣＤコントローラ５１に出力する
。このように、画像処理部２２では、計測を行うのに影響のある画像処理（すなわち、計
測を行うのに不適切な画像処理であるガンマ補正及び輪郭補正）が施されず、計測を行う
のに影響のない画像処理（例えば色信号処理）のみが施される。これにより、計測を行う
のに不適切な画像処理が施されていない未処理画像が、画像計測部３１及びＬＣＤコント
ローラ５１に出力されることになる。
【００４５】
　画像計測部３１は、計測を行うのに不適切な画像処理が施されていない未処理画像を用
いて３次元計測を行い、その計測結果をＬＣＤコントローラ５１に出力する。
【００４６】
　一方、重畳回路４２から出力された未処理画像は、ガンマ補正部５２でガンマ補正処理
が施された後、輪郭補正部５３で輪郭補正処理が施され、重畳回路５４に出力される。重
畳回路５４は、ガンマ補正処理及び輪郭補正処理が施された観察に適した画像に計測結果
を重畳し、ＬＣＤ４に出力する。
【００４７】
　次に、このように構成された内視鏡装置の動作について説明する。
【００４８】
　図３は、第１の実施の形態のリアルタイム計測処理の流れの例を示すフローチャートで
ある。
【００４９】
　まず、内視鏡装置１の電源がＯＮされると（ステップＳ１）、通常画像処理が実行され
る（ステップＳ２）。次に、ユーザからのリアルタイム計測指示があるか否かが判定され
る（ステップＳ３）。リアルタイム計測指示がないと判定された場合、ＮＯとなり、ステ
ップＳ２に戻り、通常画像表示を行いながらリアルタイム計測指示の待ち状態となる。一
方、リアルタイム計測指示があると判定された場合、ＹＥＳとなり、画像計測部３１が未
処理画像を用いて３次元計測を行う（ステップＳ４）。
【００５０】
　次に、ＬCＤコントローラ５１が未処理画像に対して画像処理を施し（ステップＳ５）
、画像計測部３１で計測した計測結果をＬＣＤコントローラ５１内で画像に重畳する（ス
テップＳ６）。最後に、ＬＣＤコントローラ５１がＬＣＤ４に対して重畳した画像を出力
する（ステップＳ７）。その後は、リアルタイム計測指示が解除されるまで、ステップＳ
４に戻り、同様の処理を繰り返す。
【００５１】
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　以上のように、内視鏡装置１は、計測を行うのに不適切な画像処理が施されていない未
処理画像を画像処理部２２から出力し、画像計測部３１で計測を行うとともに、追加画像
処理部３４で表示に最適な画像となるように画像処理を行うようにした。この結果、画像
処理部２２からシステム制御部３０への画像伝送の帯域やバス幅を上げずに計測に適した
未処理画像が伝送でき、かつ、表示には適していない未処理画像を表示に適した画像にす
ることができる。
【００５２】
　よって、本実施の形態の内視鏡装置によれば、画像伝送の帯域、若しくはバス幅を上げ
ずに画像計測機能に最適な画像を伝送して計測機能のリアルタイム計測の精度を確保する
と共に、表示画像の品質を確保することができる。
（第２の実施の形態）
【００５３】
　次に、第２の実施の形態について説明する。
【００５４】
　第１の実施の形態の内視鏡装置１は、画像処理部２２から未処理画像を常に出力し、シ
ステム制御部３０の追加画像処理部３４で表示に適した画像となるような画像処理（ガン
マ補正及び輪郭補正）を行っているため、システム制御部３０の負荷が大きくなってしま
う。システム制御部３０は、内視鏡装置１全体の制御を行っているため、画像処理による
負荷を小さくするのが望ましい。そこで、第２の実施の形態では、システム制御部３０の
負荷を小さくすることができる内視鏡装置について説明する。
【００５５】
　図４は、第２の実施の形態の本体部の詳細な構成を示すブロック図である。なお、図４
において、図２と同様の構成については、同一の符号を付して説明を省略する。
【００５６】
　図４に示すように、第２の実施の形態の本体部３は、第１の実施の形態の画像処理部２
２及び追加画像処理部３４に代わり、それぞれ画像処理部２２ａ及び追加画像処理部３４
ａを用いて構成されている。
【００５７】
　画像処理部２２ａは、図２の色差変換部４０、色信号処理部４１及び重畳回路４２に加
え、動き検出部４３、ガンマ補正部４４、輪郭補正部４５、補正制御部４６及びＥＥＰＲ
ＯＭ４７を追加して構成されている。また、追加画像処理部３４ａは、図２のＬCＤコン
トローラ５１に加え、未処理画像判別部５０を追加して構成されている。
【００５８】
　ＡＦＥ２１から出力されたＣＣＤ９のＲＡＷデータは、画像処理部２２の色差変換部４
０に入力される。入力されたＲＡＷデータは、色差変換部４０によりＹ（輝度）／ＣｂＣ
ｒ（色差）信号に分離され、動き検出部４３に入力される。
【００５９】
　動き検出部４３は、入力された画像の動き量を算出し、算出した動き量情報を補正制御
部４６に出力する。なお、本実施の形態では、動き量を検出する動き検出部４３を設ける
構成であるが、例えば、挿入部２の先端部にジャイロセンサを設けて動きを検出するよう
にしてもよい。だたし、挿入部２の先端部にジャイロセンサを設ける構成の場合、挿入部
２の太径化を招く虞があるため、画像データから動きを検出する動き検出部４３を用いて
動きを検出している。
【００６０】
　また、動き検出部４３から出力されたＣｂＣｒ信号は、色信号処理部４１で色信号処理
が施されて、重畳回路４２に出力される。一方、動き検出部４３から出力されたＹ信号は
、ガンマ補正部４４でガンマ補正処理が施された後、輪郭補正部４５で輪郭補正処理が施
され、重畳回路４２に出力される。このとき、ガンマ補正部４４及び輪郭補正部４５は、
補正制御部４６からの制御に基づき、ガンマ補正及び輪郭補正を行うか否かを決定する。
【００６１】
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　補正制御部４６は、動き検出部４３から受信した動き量情報に基づいて、未処理画像を
挿入する頻度をＥＥＰＲＯＭ４７に格納されているテーブルデータを参照して決定する。
【００６２】
　図５は、ＥＥＰＲＯＭに格納されているテーブルデータの例を説明するための図である
。
【００６３】
　図５に示すように、テーブルデータ４７ａには、動き量が大きい場合（例えば、動き量
が第１の閾値以上）、５フレームに１フレームの割合で未処理画像を挿入するように対応
付けられている。また、動き量が小さい（動きが全くない場合を含む）場合（例えば、動
き量が第２の閾値以下）、３０フレームに１フレームの未処理画像を挿入するように対応
付けられている。さらに、動き量が通常の場合（例えば、動き量が第１の閾値と第２の閾
値との間）、１５フレームに１フレームの未処理画像を挿入するように対応付けられてい
る。
【００６４】
　補正制御部４６は、このテーブルデータ４７ａに基づいて決定された頻度により、ガン
マ補正及び輪郭補正の処理を切るように制御を行う。即ち、補正制御部４６は、決定され
た頻度により、ガンマ補正及び輪郭補正を行わないように、ガンマ補正部４４及び輪郭補
正部４５を制御する。
【００６５】
　例えば、補正制御部４６は、動き量が大きいと判定した場合、テーブルデータ４７ａを
参照し、５フレームに１フレームの割合でガンマ補正及び輪郭補正の処理を行わないよう
に、ガンマ補正部４４及び輪郭補正部４５を制御する。このような制御により、時系列（
所定のフレーム毎）に通常画像（ガンマ補正及び輪郭補正が施された表示に適した画像）
、未処理画像（ガンマ補正及び輪郭補正が施されていない計測に適した画像）が並んだ動
画像データを作成することができる。補正制御部４６は、動き検出部４３からの動き量情
報に加え、未処理画像を判別するための未処理画像フラグを重畳回路４２に出力する。
【００６６】
　重畳回路４２は、このように生成された動画像データに対して、画像データがない期間
、例えば、垂直ブランキング期間に、未処理画像フラグと動き量のデータを重畳した動画
像データを生成する。
【００６７】
　図６は、画像処理部２２ａで生成される動画像データの例を説明するための図である。
【００６８】
　図６に示すように、重畳回路４２では、動画像データの画像データがない垂直ブランキ
ング期間に、未処理画像フラグと動き量情報のデータが重畳される。そして、未処理画像
フラグと動き量情報のデータが重畳された動画像データは、画像計測部３１及び未処理画
像判別部５０に出力される。
【００６９】
　画像計測部３１は、垂直ブランキング期間に重畳（挿入）された未処理画像判別フラグ
に基づき、計測処理に必要な未処理画像のデータのみを抜き出して計測処理を行う。この
計測結果は、ＬＣＤコントローラ５１に出力される。
【００７０】
　一方、未処理画像判別部５０は、垂直ブランキング期間に重畳（挿入）された未処理画
像判別フラグに基づき、ガンマ補正及び輪郭補正等の追加画像処理が必要な未処理画像の
特定を行う。
【００７１】
　また、未処理画像判別部５０は、垂直ブランキング期間に重畳された動き量情報に基づ
き、その未処理画像に対して施すべき画像処理を特定する。未処理画像判別部５０は例え
ば、動き量が大きい場合、ガンマ補正部５２及び輪郭補正部５３でガンマ補正及び輪郭補
正を行い、動き量が通常の場合、ガンマ補正部５２でガンマ補正のみを行い、動き量が小
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さい場合、ガンマ補正部５２及び輪郭補正部５３によるガンマ補正及び輪郭補正を行わず
に、前のフレームのコピーを行うようにＬＣＤコントローラ５１に指示する。
【００７２】
　ＬＣＤコントローラ５１は、未処理画像判別部５０からの指示に基づいて追加画像処理
を行い、ＬＣＤ４に画像データを出力する。
【００７３】
　これらの処理を行うことで、ＬＣＤ４には観察に最適な画像を表示しながら、計測処理
に最適な未処理画像を用いての計測をリアルタイムに実現することができる。当然ながら
、画像処理部２２ａから画像計測部３１への画像伝送の帯域、バス幅を上げることなく、
実現できている。
【００７４】
　ここで、図７～図９を用いて、画像処理部２２ａ及び追加画像処理部３４ａから出力さ
れる動画像データについて説明する。
【００７５】
　図７は、動き量が大きい場合に出力される動画像データのイメージを示す図であり、図
８は、動き量が通常の場合に出力される動画像データのイメージを示す図であり、図９は
、動き量が小さい場合に出力される動画像データのイメージを示す図である。
【００７６】
　図７に示すように、動き量が大きい場合には、補正制御部４６の制御により、５フレー
ムに１フレームの割合で未処理画像が挿入されている状態で画像処理部２２ａから出力さ
れる。この場合、ＬＣＤコントローラ５１では、未処理画像に対してガンマ補正処理及び
輪郭補正を行ってＬＣＤ４に出力する。
【００７７】
　人の目の特性として一般的に明るさに関する情報を最も敏感に感じることができるとい
われている。それに基づいて最低限の処理を行って出力するとすれば、ガンマ補正処理の
みを未処理画像に対して施した上でＬＣＤ４に出力するようにしてもよい。ただし、本実
施の形態では、動き量が大きい場合には、未処理画像の挿入割合が高くなるため、輪郭補
正の処理も追加して行うことで最適な画像を出力するようにしている。
【００７８】
　また、図８に示すように、動き量が通常の場合には、補正制御部４６の制御により、１
５フレームに１フレームの割合で未処理画像が挿入されている状態で画像処理部２２ａか
ら出力される。この場合、ＬＣＤコントローラ５１では、未処理画像に対してガンマ補正
処理を行ってＬＣＤ４に出力する。
【００７９】
　また、図９に示すように、動き量が小さい場合には、補正制御部４６の制御により、３
０フレームに１フレームの割合で未処理画像が挿入されている状態で画像処理部２２ａか
ら出力される。この場合、ＬＣＤコントローラ５１では未処理画像が前のフレームに対し
て動きが少ないことから１フレーム前のフレームと同一の画像、即ち、前のフレームをコ
ピーしてＬＣＤ４に対して出力する。
【００８０】
　なお、動き量がゼロの場合、１フレームだけ未処理画像を出力し、計測処理を行えば、
その後は未処理画像を出力することも、その画像に対して計測処理を行う必要もない。
【００８１】
　このように、画像処理部２２ａにおいて動的に未処理画像を挿入する頻度を変更し、さ
らに、その頻度に応じて追加画像処理部３４ａでの追加画像処理の内容を変更する。これ
により、動き量が小さいときには画像計測をする頻度を少なくすることができるので、消
費電力を抑えつつ観察に最適な画像を出力することができる。
【００８２】
　次に、このように構成された内視鏡装置の動作について説明する。
【００８３】
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　図１０は、第２の実施の形態のリアルタイム計測処理の流れの例を示すフローチャート
である。なお、図１０において、図３と同様の処理については、同一の符号を付して説明
を省略する。
【００８４】
　まず、ステップＳ１において、内視鏡装置１の電源がＯＮされると、動き検出部４３が
ＯＦＦされる（ステップＳ１１）。そして、ステップＳ４において、リアルタイム計測指
示があると判定されると、未処理画像が一枚出力される（ステップＳ１２）。その後、動
き検出部４３がＯＮされて動き検出を行い（ステップＳ１３）、検出した動き量に応じて
未処理画像を挿入する頻度が決定される（ステップＳ１４）。
【００８５】
　次に、未処理画像を出力するタイミングでガンマ補正及び輪郭補正等の輝度信号に対す
る補正が切られる（ステップＳ１５）。このステップＳ１５の処理では、補正制御部４６
が未処理画像を出力すべきタイミングでガンマ補正及び輪郭補正等の輝度信号に対する補
正をしないように、ガンマ補正部４４及び輪郭補正部４５を制御する。次に、動画像デー
タのブランキング期間に未処理画像フラグ及び動き量情報が重畳される（ステップＳ１６
）。
【００８６】
　次に、未処理画像判別部５０がブランキング期間に重畳された情報を基に、ＬＣＤコン
トローラ５１に対して、どの画像にどの画像処理を施すかを指示する（ステップＳ１７）
。このステップＳ１７の処理では、動き量に応じて、前のフレームと同一画像出力、ガン
マ補正のみ、あるいは、ガンマ補正及び輪郭補正のいずれかが指示される。そして、ＬＣ
Ｄコントローラ５１がこの指示に応じて、未処理画像に対して画像処理を施す（ステップ
Ｓ１８）。最後に、ステップＳ６において計測結果が画像に重畳され、ステップＳ７にお
いてＬＣＤ４に計測結果が重畳された画像が出力される。その後は、リアルタイム計測指
示が解除されるまで、ステップＳ１４に戻り、同様の処理を繰り返す。
【００８７】
　第１の実施の形態のシステム制御部３０の追加画像処理部３４では、全ての未処理画像
に対して追加画像処理（ガンマ補正及び輪郭補正）が施されていた。
【００８８】
　これに対し、本実施の形態のシステム制御部３０の追加画像処理部３４ａでは、動き量
に応じた頻度で挿入されている未処理画像のみに追加画像処理を施すようにしている。さ
らに、追加画像処理部３４ａでは、動き量に応じて、追加画像処理の内容を変更する（前
のフレームと同一画像出力、ガンマ補正のみ、あるいは、ガンマ補正及び輪郭補正）よう
にしている。
【００８９】
　そのため、本実施の形態の内視鏡装置１は、第１の実施の形態と同様の効果を得るとと
もに、第１の実施の形態に比べ、システム制御部３０の負荷を小さくすることできるとう
効果を有する。
【００９０】
　なお、本明細書におけるフローチャート中の各ステップは、その性質に反しない限り、
実行順序を変更し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい
。
【００９１】
　本発明は、上述した実施の形態及び変形例に限定されるものではなく、本発明の要旨を
変えない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【００９２】
　１…内視鏡装置、２…挿入部、３…本体部、４…ＬＣＤ、５…記録媒体、９…ＣＣＤ、
１０…ＬＥＤ、２０…プリアンプ、２１…ＡＦＥ、２２，２２ａ…画像処理部、２３…タ
イミングジェネレータ、２４…ＣＣＤドライブ回路、２５…ＬＥＤドライブ回路、２６…
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湾曲制御部、２７…ＵＤ湾曲モータ、２８…ＲＬ湾曲モータ、２９…ユーザインターフェ
ース、３０…システム制御部、３１…画像計測部、３２…フリーズ部、３３…画像記録部
、３４，３４ａ…追加画像処理部、４０…色差変換部、４１…色信号処理部、４２，５４
…重畳回路、４３…動き検出部、４４，５２…ガンマ補正部、４５，５３…輪郭補正部、
４６…補正制御部、４７…ＥＥＰＲＯＭ、５０…未処理画像判別部、５１…ＬＣＤコント
ローラ。

【図１】 【図２】
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